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【要  旨】  
SPECT や MRI といった従来の心筋 perfusion imaging では、空間分解能の限
界やアーチファクトの存在のため、乳頭筋虚血 (PMI)を検出することは不可能で
あった。本研究では 13N アンモニア PET 高分解能シネイメージングを用いて PMI
検出を試み、 PMI と心筋血流予備能 (myocardial flow reserve; MFR)や主要な
心血管イベント (MACE)との関連を検討した。 PMI は、負荷像における乳頭筋描
出の欠如及び安静像における乳頭筋描出と定義した。冠動脈疾患精査目的でア
デノシン負荷 13N アンモニア PET を施行した 263 人のうち、PMI は 31 人の患者
で認められた (11.8%)。MACE は平均観察期間 910 日で 30 人の患者に認められた。
PMI は、 MFR 低値および MACE 発生と強く関連していた。  
13N アンモニア PET 高分解能シネイメージングで約 10%の患者に PMI が検出
された。 PMI は MFR 低下と強い関連があり、心血管予後を予測する新しい重要
なサインとなる。  
 
